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1質問に対する弊社回答（１）

質問内容 回答

（１） 以下の機能開放形態について、協議状況はどうなっているか
（提供済み、提供に向けて準備中、協議中、申入れがあったものの
協議不成立、申入れなし、のいずれかのステータスを件数と併せて記
入）。
①L3接続相当（サービス卸）
②ライトVMNO（スライス卸/API開放）
③L2接続相当
④フルVMNO（RANシェアリング）

• 2021年10月に5G SA方式の標準プランをHPに公開し、協議受付
を開始しております。

• 接続料の算定等に関する研究会第5次報告書（以下、報告書とい
う）を踏まえて、現時点で実現の見通しがある①について、機能提供
に向けてMVNOに対して事前の情報提供を行っております。

• ②～④については、報告書の時点から状況に変化はなく、現時点で
実現のスケジュールの見込みは立っておりません。

（２） （１）で協議不成立となった事案があった場合、MVNOが
実現したいサービスの明確化ができていないことが原因であるものの
割合（要望サービスが不明確/協議不成立）がどれくらいあったのか、
また、それ以外の理由は何か。

（３） （１）①から④までの機能開放形態のうち、実現できてい
ないものについて、今後の機能開放に向けたスケジュールや取組はど
うなっているか。

• ①については、（１）のとおり機能提供に向けてMVNOに情報開示
を行っております。

• ③については、GSMAにおける国際ローミングガイドラインの標準化作
業が遅延しているため、ベンダーの開発ロードマップも未定となっており、
実現時期の見込みが立っておりません。

• ②④については、
そのため、接続料研究会報告書から状況は変わっ

ておらず、実現に向けたスケジュールの見込みは立っておりません。

１．機能開放形態ごとの協議状況等
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2質問に対する弊社回答（２）

■5G SAに関する協議状況

開放形態 当社取組 協議状況

（全般）5G SA方式の標準プラン【接続型
（L3接続相当）、再販型】

2021年10月11日 HP公開、L2接続を提
供しているMVNOに対して個別に情報提供を
実施し、協議受付開始
2022年2月4日 L3接続相当について情報
更新

①L3接続相当（サービス卸） 2022年1月下旬にL2接続を提供している
MVNOに対して情報提供を実施

②ライトVMNO（スライス卸/API開放） 現時点で提供の見通しは立っていない

③L2接続相当 現時点で提供の見通しは立っていない

④フルVMNO（RANシェアリング） 現時点で提供の見通しは立っていない
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3質問に対する弊社回答（３）

質問内容 回答

（１） 上記１．（１）①～④の機能開放形態について、MNO
と同時期・同機能の提供が可能とするため、MVNOに対しどのような
働きかけ（料金等の提供条件に関して必要な情報提供を行う等）
を行ったか。

• ①について、サービス仕様、接続構成、経済的条件、スケジュール等
について事前に情報提供を行っております。

（２） MNOとの同時期・同機能提供を可能としている場合、どの
ようなスケジュール感を提示しているのか。

• 現時点において、サービス提供開始時期については、
ことを提示しております。

• 提供希望の有無を伺い、申し込み期限 を区切ったう
えで、それまでに申し込みをいただけた場合には、 提供
が可能であることを提示しております。

（３） 同時期・同機能提供に向けて、現時点で明らかになった課
題はあるか（協議が難航する事例、新たなサービスに特有の課題
等）。

• 現時点では特にありません。

２．同時期・同機能提供
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4質問に対する弊社回答（４）

質問内容 回答

（１） 第5次報告書時点では見通しが立っていなかった、既存
LTE との連携、音声通話の実現方法及びMEC の活用・連携に関
する機能開放の実現の状況又は今後の見通しはどうなっているか。

• SA端末を収容するコア設備は、LTE/NSAで用いるコア設備と構成が
異なるため、下図のとおり、SA端末向けでは、LTE/NSAにおける現行
のL2接続サービスを提供できません。

• MECの活用/連携に関する機能開放については、
見通しは立っ

ておりません。

３．その他の機能

（参考）LTE/5G NSAと
5G SAの違い




